









 現在、日本では犬の肥満の判定には通常 5段階評価のボディコンディションスコア 








































達因子 (アディポネクチン受容体 ADIPOR1, 2; インスリン受容体基質 IRS-1 , 2; ホス
ファチジルイノシトールキナーゼ PI3-K)、脂肪酸新生 (脂肪酸合成酵素 FAS)、エネル



















猫の腹部脂肪組織では ADIPOR1 mRNA発現は増加するが、肝、PBLでは ADIPOR1 mRNA発
現は減少した。さらに皮下および内臓脂肪組織では ADIPOR2 mRNA発現の有意な増加、PBL
以外の組織での FAS mRNA発現の増加が認められた。肥満猫では肝、骨格筋における G6PHD 
mRNA発現増加、PBLにおける FAS mRNA発現が低下した。また、腹部および皮下脂肪組





















 以上のことから、本研究では、第 1に BCSと体脂肪率の組み合わせた評価基準は犬の
過体重～肥満を正確に判定できること、第 2に犬において血漿リポプロテインプロファ
イルと MDAは軽度肥満の初期段階における最も有用な脂質代謝異常の診断マーカーであ
ることを明らかにした。第 3に循環血液中の PBLのインスリンおよびアディポネクチン
シグナル伝達に関わる mRNA発現の変化は犬、猫の肥満時の種々の代謝異常の初期の警告
となるサインとなり得る。最後に犬と猫は人の肥満を研究するための良い動物モデルと
なり得ること、特に自然発症した肥満では、その傾向が強いことが明らかとなった。 
 
 
